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主権者・国民の いのち・くらし・福祉・教育を大切にする政治を ！ 
 

春の訪れにもかかわらず、国の政治は国民のいのちやくらしに冷たい風を吹きつけています。 

イージス艦による漁船衝突事故は、あらためて自衛隊・防衛省が国民のいのちより「軍事」「国益」を優先する

国家権力としての実態をさらけだしました。「道路特定財源」問題で明らかになった膨大な無駄づかいや「利権」

体質、０８年度予算案の衆議院採決強行など、主権者・国民を大切にしない姿勢に、各紙の世論調査でも、福田

内閣の不支持率は５０％を超えるに至っています。 

小中学校の学習指導要領案、幼稚園の教育要領案が発表されました。改悪教育基本法・学校教育法を前面に掲

げ、「道徳教育」の強化、「伝統・文化」の強調、小学校１年生からの「詰め込み」、教育方法まで詳細に指示・介

入するなど、重大な内容となっています。３月末には官報告示される予定です。 

これからの教育の方向について、学校や父母・地域が話しあいを深め、声をあげていきましょう。 

 

もうやめさせよう「全国一斉学力テスト」 とりくみのご案内 
 

文部科学省は、２００８年度の全国一斉学力テストを４月２２日(火)に実施する予定です。昨年のテストでは

さまざまな問題点が噴出し、大きな批判が寄せられているにもかかわらず、あらたな小学６年生と中学３年生を

強制参加させることになります。 

昨年、「テストよりも、自ら学び仲間との学びあいの授業を」として、教育の地方自治の精神のもとに全国一斉

学力テストに参加しなかった愛知県犬山市は、２月１９日の教育委員会定例会で２００８年度も不参加を決定し

ました。みなさんの団体や地域でも、市町村教育委員会に申し入れや懇談などをされているところもあるかと思

いますが、可能なつながりを生かしてとりくみをひろげましょう。 

とりくみのご案内  

■ 別紙のように、７名の呼びかけ人による「子どもと学校を競争に追いやる全国一斉学力テストを中止し、 

子どもたちのすこやかな成長とゆたかな教育を求めます アピール」への賛同署名が提起されています。 
今後、呼びかけ人をさらにひろげ、多くの賛同署名を集めるとりくみがすすめられます。 

ご賛同いただける方は、ぜひご協力ください。 

集約・連絡先は、子ども全国センターですが、ネットワーク事務局でも集約しますので４月２日までにお

送りいただければ幸いです。４月３日（木）に文科省に提出し、記者会見も予定しています。 

■ 憲法・教育基本法全国ネットワークは、教育基本法のとりくみで共同してきた子ども全国センター、全教、

教組共闘などとともに、昨年の学力テストの実施や公表にかかわる問題点を明らかにし、私たちのとりくみ

を提起したビラ「みんなの力で子どもたちにゆたかな学力を」を作成しました。Ｂ４判両面２色刷りです。 

  ご希望の方は、必要枚数などを全国ネットワークまでお問いあわせいただき、ぜひご活用ください。 

■ 地域の諸団体や教職員などと協力して、学習会や宣伝、各市町村教育委員会への申し入れなどにとりくみま
しょう。 

憲法・1947教育基本法を生かす全国ネットワーク 
「子どもたちを大切に…いまこそ生かそう憲法・子どもの権利条約・1947教育基本法」全国ネットワーク 

             ２００８年３日６日                 

＜連絡先＞ 〒102-0084 東京都千代田区二番町12-1 全国教育文化会館5階 
           TEL：03-5211-0133（子ども全国センター） FAX：03-5211-0134 
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賛同します   （氏名の公表 可・不可） 
 

お名前 【              】 

所属又は住所 【                     】 

肩書き 【              】 

 

上記のアピールに賛同していただける方は、ご記入の上、下記へお送りください。 

なお、この用紙は、署名とともに４月上旬に文部科学省に提出します。 

〈連絡先〉 子どもの権利・教育・文化 全国センター  

            〒102－0084 東京都千代田区二番町12－1 全国教育文化会館 

Tel03・5211・01３3 Fax０３・5211・01３４ 

子どもと学校を競争に追いやる「全国一斉学力テスト」を中止し、 

子どもたちのすこやかな成長とゆたかな教育を求めます 

アピール 

 

 文部科学省は、２００７年４月２４日、全国の小学６年生と中学３年生を対象に「全国学力・

学習状況調査（全国一斉学力テスト）」を実施し、今年も４月２２日に実施しようとしています。

全国一斉に全員が受ける学力テストは、子どもたちをいっそう競わせ、子どもと学校の格差づ

くりという本質をもつものであり私たちは強く反対してきました。 

 しかも実施後も多くの問題点が続出しています。大量のテストの採点を受験産業にゆだねた

ことにより、採点基準の曖昧さで混乱したり、受験産業のもうけのために利用される危険性が

あるなどの問題点が出ています。またテストの結果が返されたのは、１０月下旬で子どもたち

はどんな問題だったかも覚えていない状態です。さらに文部科学省は「序列化や過度な競争に

つながらないよう十分配慮」と言っているものの県段階の順位を公表したため、「テスト前対策」

がおこなわれたり、点数を上げるための対策をせまられたりと、教育自体をゆがめ、ますます

競争をはげしくしています。 

学力の実態を把握するとしても、毎年実施する必要はなく、しかも抽出で十分です。朝日新

聞の社説（07.10.25）でも「もうやめた方がいい。同じ予算なら、教員を増やすことなどに

有効に使うべき」と報道しています。 

 今年も６２億円かけるといわれている全国一斉学力テストは、一刻もはやく中止し、どの子

にもゆきとどいた教育をすすめるため３０人学級の実施などの条件整備を求めます。 

               

よびかけ人（あいうえお順） 

                 小森陽一  東京大学大学院教授 

                 高田公子  新日本婦人の会会長 

                 高橋昭一  元小学校校長 

                 津田玄児  弁護士 

堀尾輝久  東京大学名誉教授、元日本教育学会会長 

三上 満  子ども全国センター代表委員 

米浦 正  全日本教職員組合中央執行委員長 


